様式
Ａ.各行為共通

※太線のチェック欄は、該当するものにチェック記号を記入してください。
■計画の概要

	名　　称
	

	計画場所
	尾道市

	行為の概要


	□
	建築物
	用途
	

	
	
	
	行為区分
	□新築　□増築　□改築　□移転　□外観の変更

	
	
	
	規模
	高さ（　　　　　　ｍ）　　　　建築面積（　　　　　　　㎡）

地上階数（　　　　　　　階）　長辺長さ（　　　　　　　ｍ）

	
	
	
	
	増改築・外観の変更の場合は当該部分の面積（　　　　　　　㎡）

	
	□
	工作物
	用途
	

	
	
	
	行為区分
	□新設　□増築　□改築　□移転　□外観の変更

	
	
	
	工作物の区分と規模
	□区分ａ　高さ（　　　　　ｍ）　長さ（　　　　　　　ｍ）

□区分ｂ　高さ（　　　　　ｍ）《　　　　　ｍ》

　　　　　築造面積（　　　　　　　㎡）
□区分ｃ　高さ（　　　　　ｍ）《　　　　　ｍ》

	
	
	
	
	※工作物の区分ａ～ｃは、本手引ｐ２の「工作物の区分」に対応しています。

※区分ｂと区分ｃでは、建築物と一体になって設置される場合は、その建築物の地盤面から工作物の上端までの高さも《　ｍ》内に記入してください。

	
	
	
	
	外観の変更の場合は当該部分の面積（　　　　　　　㎡）

	
	□
	開発行為
	開発面積（　　　　　　　　㎡）

	
	□
	土石の採取
	採取面積（　　　　　　　　㎡）

	
	□
	屋外での堆積
	主な堆積物の内容（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

堆積高さ（　　　　　　　ｍ）　堆積面積（　　　　　　　㎡）

	計画・設計者
	


■景観計画の基本的な内容の確認
	「尾道市景観計画」全体の内容の確認
	□

	「地域別の景観形成の方針」に関する確認

・該当する地域区分

・当該地域の「方針」に沿った計画であること
	□
	御調地域
	□
	向島･浦崎･百島地域

	
	□
	藤井川周辺地域
	□
	因島東部地域

	
	□
	中央部地域
	□
	因島西部地域

	
	□
	尾道水道周辺地域（西部）
	□
	生口島北部地域

	
	□
	尾道水道周辺地域（中部）
	□
	生口島南部地域

	
	□
	尾道水道周辺地域（東部）
	
	

	「重点地区の設定と景観形成の方針」に関する確認

・重点地区に該当するかどうか

・該当する場合は当該地区の「方針」に沿った計画であること
	□
	尾道・向島地区
	□
	重点地区に該当しない

	
	□
	瀬戸田地区
	
	

	
	
	
	
	


Ｂ.建築物・工作物（基本的事項）

※太線のチェック欄は、該当するものにチェック記号を記入してください。

■土地利用のタイプ別（該当するタイプ一つについて記入）

	土地利用のタイプ
	基準の内容
	参照頁
	ﾁｪｯｸ

	□
	山林や果樹園が広がる地区
	周囲になじんだ色彩
	8
	□

	
	
	稜線などの地形要素になじんだ配置や形
	8
	□

	□
	水田、畑、農業集落などが広がる地区
	周囲になじんだ色彩
	8
	□

	
	
	周囲になじんだスケール感
	8
	□

	□
	住宅地や家屋が連担する集落
	周囲になじんだ色彩
	8
	□

	
	
	周囲になじんだスケール感
	8
	□

	□
	小売店舗・サービス施設が集積する商業系市街地や幹線道路沿道
	けばけばしくない色彩
	9
	□

	□
	工場や流通業務施設が集積する市街地
	表情のあるデザイン
	9
	□


■立地場所の特性別（該当する特性すべてについて記入）

	立地場所の特性
	基準の内容
	参照頁
	ﾁｪｯｸ

	□
	景観資源となる歴史的建造物等の周辺
	景観資源に調和する色彩や素材
	10
	□

	□
	高速自動車道のインターチェンジ・ジャンクションの周囲　　（　　　　　　Ic/Jct）
	表情のあるデザイン
	10
	□

	
	
	樹木などによる修景
	10
	□

	□
	鉄道駅の周囲　　（　　　　　　　駅）
	景観阻害につながる工作物等の抑制
	10
	□

	□
	渡船乗り場の周囲（　　　　　　渡船）
	
	
	


Ｃ.建築物（形態意匠の制限）

※当該行為に対応しない項目のチェック欄は□と記入します。
	基準の内容
	参照頁
	ﾁｪｯｸ
	具体的な取組みなど

	屋根の形状等
	住宅地・集落地における勾配屋根の採用
	11
	□
	※｢困難な場合｣はその理由を記入



	
	周囲と調和した勾配屋根の形状、配置の採用
	11
	□
	

	屋根の色彩
	高明度・高彩度でない色彩の採用
	12
	□
	色相（　　　　） 明度（　　　） 彩度（　　　）

	
	瀬戸田地区では彩度・明度を低くする

※陸屋根は対象外。勾配屋根に類似する構造物は対象
	12
	□
	色相（　　　　） 明度（　　　） 彩度（　　　）

	外壁の形態意匠
	大規模な建築物(*)における圧迫感の軽減、周囲との調和を図る工夫

(*)地上階数５階以上又は建築物の長辺30ｍ以上、瀬戸田地区では地上階数４階以上の建築物
	13
	□
	

	
	海辺の建築物における、陸地側から敷地を通して海側が見える形態の確保
	13
	□
	

	
	海辺の建築物における海側への表情づけの工夫
	13
	□
	

	外壁の色彩
	落ち着きのある色調など適切な色彩の採用
	13
	□
	最大面積の基調色の色彩について

色相（　　　　） 明度（　　　） 彩度（　　　）

	
	
	
	
	主なアクセント色の色彩について

色相（　　　　） 明度（　　　） 彩度（　　　）

	
	瀬戸田地区では背後の山林や瀬戸の景観と調和する穏やかな色彩を採用する
	13
	□
	最大面積の基調色の色彩について

色相（　　　　） 明度（　　　） 彩度（　　　）

	
	
	
	
	主なアクセント色の色彩について

色相（　　　　） 明度（　　　） 彩度（　　　）

	
	色彩の調和の総合的な検討
	13
	□
	

	
	住居系市街地・集落地における暖色系の採用
	16
	□
	最大面積の基調色が寒色系の場合のみ、その彩度

（　　　　）

	
	瀬戸内海国立公園特別地域や島しょ部の地域における周囲の山林・果樹園に配慮した色彩
	16
	□
	最大面積の基調色の明度

（　　　　）

	
	増築・増設を行う場合の、全体の色彩の調和
	16
	□
	

	建築設備等
	屋外階段や建築設備の美観を整える措置


	17
	□
	屋外階段････

高架水槽････

空調設備････

給排水管････

その他････



	
	テレビ受信アンテナの共同化
	17
	□
	


	基準の内容
	参照頁
	ﾁｪｯｸ
	具体的な取組みなど

	建築設備等

(続き)
	附属駐車場における建築物本体と調和した意匠の採用
	17
	□
	

	
	附属駐輪場における建築物本体と調和した意匠の採用
	17
	□
	

	
	ごみ置き場の美観を整える措置
	17
	□
	

	
	瀬戸田地区では屋上、屋根等に建築設備や飾りを設置しない
	17
	□
	※｢やむを得ず設置する場合｣はその措置を記入



	
	瀬戸田地区では屋上、屋根等に携帯電話用基地局アンテナを設置しない
	17
	□
	

	塀や垣など
	生垣または自然素材の採用。これによりがたい場合の形態意匠、緑化等の工夫
	17
	□
	※主な素材を明らかにして記入



	
	瀬戸田地区ではコンクリート塀、金属製の柵などを使用する場合に色彩を工夫する
	17
	□
	※主な素材を明らかにして記入




PAGE  

